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多数のご応募
まっています

　

Ａ
～
Ｓ
ま
で
の
文
字
を
つ

な
い
で
言
葉
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（mado@daikyoso.

jp

）
に
解
答
・
氏
名
・
住
所

・
職
場
名
を
書
い
て
、
11
月

20
日
ま
で
に
大
教
組
情
宣
部

ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
紙

面
の
感
想
や
職
場
の
で
き
ご

と
、
近
況
な
ど
も
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
大
教
済
の
ク
オ
・

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
不
義
理
を
し
た
家
を
訪
ね

る
と
き
高
く
感
じ
る　

②
一

攫
千
金
を
夢
み
て　

③
新
撰

組
の
旗
印　

④
負
け
た
力
士

の
星
の
色　

⑤
小
鳥
な
ど
の

カ
ッ
プ
ル　

⑥
漢
文
の
読
み

順
を
示
す
た
め
の
記
号　

⑨

黄
色
が
か
っ
た
緑
色　

⑪
水

か
さ
。
○
○
○
○
○
計　

⑭

負
け
る
こ
と
を
嫌
う
性
格　

⑮
他
人
と
同
じ
失
敗
を
す
る

こ
と　

⑯
気
の
利
い
た
言

葉
。
○
○
○
○
に
富
ん
だ
話

し
ぶ
り　

⑱
現
在
の
○
○
○

相
場
は
１
ド
ル
×
×
円
で
す

　

⑳
数
学
。
順
列
○
○
合
わ

せ　

�
３
人
寄
る
と
良
い
の

が
出
る
？　

�
十
二
支
の
３

番
目

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
で
き
ば
え
に
感
心
す
る　

⑤
刀
、
手
で
握
る
部
分　

⑦

液
体
が
気
体
に
変
化
す
る
こ

と　

⑧
ふ
つ
う
は
６
月
１
日

と
10
月
１
日　

⑩
雑
誌
な
ど

の
挿
絵　

⑫
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
○
○

○
を
目
的
と
し
な
い
団
体
の

総
称　

⑬
地
面
な
ど
に
打
ち

込
む
柱
状
の
木　

⑭
『　

』

は
二
重
○
○
か
っ
こ
と
呼
ば

れ
る　

⑮
茶
室
へ
の
小
さ
な

出
入
り　

⑯
息
の
合
っ
た
様

子
。
阿
○
○
の
呼
吸　

⑰
英

語
で
は
マ
シ
ン　

⑲
相
撲
で

前
頭
以
上
の
地
位　

�
蒸
気

機
関
を
完
成
さ
せ
た
英
国
人

　

�
禁
句
。
○
○
言
葉　

�

「
…
な
ど
」「
…
等
々
」

　

８
月
10
日
号
の
解
答
は
、

「
夕
立
が
来
て
ほ
っ
と
一
息

夏
の
午
後
」。
応
募
は
75
名
。

当
選
は
次
の
10
名
で
す
。

　

南
啓
正
（
守
口
・
２
中
）

磯
部
松
美
（
東
大
阪
・
柏
田

小
）
田
中
教
文
（
八
尾
・
竹

渕
小
）
谷
口
須
美
子
（
堺
・

八
田
荘
西
小
）
谷
中
一
恵

（
岸
和
田
・
久
米
田
中
）
森

⒫職場は和やかでみんな仲良しです。まだ働き始めて５ヶ月でわからないこと多々ありますが、周りの先輩
に助けられながら日々過ごしています。（東大阪・楠根小　奥田純子）⒫職員室での会話。私は３万５千円
減。私はなんと４万７千円減。新任なのに９千円減。９月はプール、運動会とたいへんやのに！みんな怒っ
ています。（松原・東小　西山彰子）⒫全国一斉学力調査の結果について、橋下知事の「このザマ」発言
は、日々の教職員の努力・とりくみはもちろん、何よりがんばっている子どもたちを馬鹿にし、尊厳を無視
した許せないものです。（東大阪・孔舎衙中　安達佳紀）⒫文化祭や運動会さまざまな行事なども通じて、

子どもの心は育っていく。橋下知事のように点数と偏差値一点張りで教育は測れない。（府高・佐野工科　間明美）⒫児童文
学館を廃止して、何が豊かな教育か。（大阪市・茨田西小　横山篤子）⒫職場は仲良く、楽しく仕事をしています。給料削減
はどう考えても納得いきません。（岸和田・浜小　薮内公子）

あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
事
務
職
員
部
長

の
桐
谷
和
子
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、「
私
た
ち
の
賃
金
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
。
桐

谷
さ
ん
は
、「
最
初
の
昇
給
で

な
ぜ
１
号
級
し
か
上
が
ら
な
か

っ
た
の
？
」
な
ど
若
手
か
ら
出

さ
れ
る
質
問
に
一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
答
え
ま
し
た
。
第
２
部

は
、
班
に
分
か
れ
て
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
で
日
ご
ろ
の
仕
事
の
悩

み
や
疑
問
を
交
流
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
他
市
の
事

務
処
理
の
仕
方
な
ど
、
交
流
会

で
は
話
し
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し

た
」「
次
回
も
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

次
回
（
11
月
開
催
）
の
具
体

化
も
す
す
み
、
こ
れ
か
ら
の

「
会
」
の
成
長
と
若
手
事
務
職

員
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

　

青
年
事
務
職
員
が
中
心
と
な

り
、「
集
ま
れ
☆
若
手
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｕ
職
員
の
会
」
が
９
月
６
日
開

催
さ
れ
（
府
教
育
会
館
）、
11

名
の
青
年
と
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ベ
テ
ラ
ン
事
務
職
員
が
集

い
ま
し
た
。
１
学
期
か
ら
数
度

実
行
委
員
会
を
ひ
ら
き
、
青
年

の
要
求
に
応
え
る
内
容
を
練
り

　

中
秋
の
名
月
の
美
し
さ
と
明

る
さ
は
格
別
で
す
。
月
夜
に
虫

の
音
を
聞
き
な
が
ら
過
ご
し
て

い
る
と
、
ふ
と
『
つ
き
よ
の
お

ん
が
く
か
い
』
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

　

秋
の
夜
に
満
月
を
見
よ
う
と

山
に
登
っ
た
こ
う
ち
ゃ
ん
が
遭

遇
し
た
フ
シ
ギ
な
音
楽
会
。

「
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
」
ウ
マ

の
重
厚
な
ベ
ー
ス
の
リ
ズ
ム
、

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
カ
シ
ャ
ン
シ
ャ

カ
ス
タ
タ
ト
ン
」
ネ
コ
の
目
に

も
と
ま
ら
ぬ
ド
ラ
ム
技
、「
キ

ャ
ン
キ
ョ
ン
カ
リ
コ
レ
カ
リ
コ

レ
」
ク
マ
の
軽
快
な
ピ
ア
ノ
さ

ば
き
、「
シ
ャ
バ
ド
ビ
ド
バ

ー
」
イ
ヌ
の
息
も
つ
か
せ
ぬ
サ

ッ
ク
ス
の
叫
び
…
ま
あ
な
ん
と

に
ぎ
や
か
な
こ
と
！
夢
中
に
な

り
す
ぎ
て
４
匹
の
演
奏
は
止
ま

ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ

う
ち
ゃ
ん
は
思
わ
ず
「
カ
ン
カ

ン
カ
カ
ン
カ
ー
ン
」、
や
っ
と

終
了
。
う
さ
ぎ
達
の
拍
手
喝

采
。
こ
れ
、
ど
ん
な
音
楽
会
？

　

熱
い
演
奏
を
伝
え
る
動
物
た

ち
の
表
情
や
動
き
、
音
の
強
弱

や
リ
ズ
ム
を
表
す
変
化
す
る
文

字
の
書
体
、大
き
さ
、位
置
。
読

み
な
が
ら
つ
い
口
ず
さ
み
た
く

な
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
絵
と
文

と
に
仕
組
ま
れ
、
ま
さ
に
『
音

楽
を
読
ん
で
聴
く
』絵
本
で
す
。

　

さ
て
、
こ
ん
な
変
わ
っ
た
絵

本
を
創
っ
た
の
は
誰
で
し
ょ

う
。
文
は
、
世
界
に
名
を
馳
せ

る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
山
下
洋

輔
さ
ん
で
す
。
ジ
ャ
ズ
は
よ
く

擬
音
語
、
擬
態
語
、
擬
声
語
な

ど
で
表
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
子
ど
も
の
心
に
響
く
言
葉
で

も
あ
り
ま
す
。
日
本
語
で
表
す

「
ジ
ャ
ズ
の
絵
本
」
と
い
う
独

創
的
な
発
想
は
、
子
ど
も
の
心

を
捉
え
る
の
に
適
っ
て
い
ま

す
。
絵
と
文
字
が
一
体
と
な
っ

て
音
や
リ
ズ
ム
の
楽
し
さ
が
伝

わ
っ
て
く
る
『
つ
き
よ
の
お
ん

が
く
か
い
』
は
、
日
本
の
子
ど

「
月
夜
に
ジ
ャ
ズ
の
響
き
」

16

シリーズ　　　　
『言葉や音が　　
きこえてくるよ�
絵本のなかから』

も
達
に
は（
大
人
も
？
）あ
ま
り

身
近
で
な
い「
ジ
ャ
ズ
」が
、
黒

人
文
化
が
生
み
出
し
た
力
強
さ

と
ユ
ー
モ
ア
と
を
備
え
た
魅
力

的
な
音
楽
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
、
読

書
に
親
し
む
秋
こ
そ
、
教
室
で

子
ど
も
達
と
一
緒
に
楽
し
ま
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
潮
見
典
子
）

☆
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

今
回
紹
介
の
絵
本
「
つ
き
よ

の
お
ん
が
く
か
い
」
を
抽
選
で

１
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ハ
ガ
キ

か
Ｅ
メ
ー
ル（mado@daikyoso.

jp

）
で
、「
絵
本
『
つ
き
よ
の

お
ん
が
く
か
い
』
希
望
」
と
書

い
て
、
11
月
20
日
ま
で
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
絵
本
「
ト
ビ

ウ
オ
の
ぼ
う
や
は
び
ょ
う
き
で

す
」は
原
田
里
美
さ
ん（
和
泉
・

伯
太
小
）が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

『つきよのおんがくかい』
山下　洋輔・文
柚木沙弥郎・絵
秦好　史郎・構成
福音館書店1999初版

出題　樽谷利治さん
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　午後は「守ろう世界の宝〝国際児童文学
館〟」のテーマで文学館見学と鳥越信さんの
講演（上）、夜は「世界は９条を選びはじめ
た」と題し、九条の会事務局長・東京大学教
授の小森陽一さんが講演（右）。プレ企画に
は273名が参加しました� （９月20日）

青年事務職員の要求に応えて

教育のつどいおおさか2008
（第58次大教組教研）　プレ企画

山
隆
一
（
泉
佐
野
・
日
根
野

中
）
中
野
龍
子
（
大
阪
市
・

大
隅
西
小
）
田
中
康
之
（
府

高
・
長
野
北
高
）
辻
倉
和
裕

（
府
障
・
堺
聴
覚
支
援
）
徳

原
修
一
（
府
障
・
茨
木
支

援
）

話
し
尽
き
な
か
っ
た

班
別
交
流

集まれ☆若手JIMU職員の会

　

選
挙
活
動
・
政
治
活
動
の

自
由
は
、
憲
法
の
基
本
原
理

で
あ
る
国
民
主
権
に
直
結
し

た
国
民
の
最
も
重
要
な
基
本

的
人
権
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

ま
た
表
現
の
自
由
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
す
。
こ
れ
は
教

育
公
務
員
に
と
っ
て
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
国

民
の
基
本
的
人
権
で
あ
る
教

育
を
受
け
る
権
利
を
充
足
す

る
立
場
に
立
つ
教
員
が
、
教

育
に
関
わ
る
問
題
を
含
め
国

政
に
つ
い
て
の
意
見
を
表
明

し
て
国
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
、
憲
法
が
求
め
る
民
主

主
義
の
実
現
の
た
め
に
不
可

欠
な
も
の
で
す
。

　

一
方
、
地
公
法
や
公
選
法

で
は
、
地
方
公
務
員
の
選
挙

活
動
・
政
治
活
動
に
つ
い
て

の
規
制
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
規
制
は
あ
く
ま
で

憲
法
の
人
権
保
障
の
例
外
で

す
か
ら
、
こ
れ
を
拡
大
解
釈

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
行
政
当
局
が
、
そ
れ
ら

の
規
制
を
拡
大
解
釈
し
て
、

あ
た
か
も
地
方
公
務
員
が
一

切
選
挙
活
動
・
政
治
活
動
が

で
き
な
い
か
の
よ
う
な
指
示

を
行
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で

す
。

　

そ
の
よ
う
な
指
示
を
す
る

当
局
自
体
が
、
公
務
員
の
選

挙
活
動
を
妨
害
す
る
こ
と

で
、
現
在
の
教
育
行
政
の
立

場
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
政

治
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
の

で
す
。
選
挙
は
、
ま
さ
に
そ

の
是
非
を
国
民
に
問
う
大
切

な
機
会
で
す
。

　

公
選
法
に
は
、
教
育
者
の

地
位
利
用
に
よ
る
選
挙
活
動

の
禁
止
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
こ
れ
は
教
員
が
そ

の
地
位
に
伴
う
影
響
力
を
不

当
に
利
用
し
て
選
挙
活
動
を

行
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
っ

て
、
生
徒
に
対
す
る
成
績
評

価
権
や
懲
戒
権
等
を
背
景
に

し
て
働
き
か
け
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
例

え
ば
卒
業
生
や
そ
の
保
護
者

等
に
対
す
る
働
き
か
け
は
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

教
員
の
皆
さ
ん
の
正
当
な

活
動
が
、
国
政
を
動
か
す
大

き
な
力
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

写
真
上
は
、

班
別
交
流

選
挙
活
動
の
自
由
は
、

全
て
の
国
民
の
基
本
的
人
権

弁護士・杉本吉史さん
（大阪法律事務所）

主張


